
 

 

１ 学年 第５学年 

２ 単元名 「ハードル走」(陸上運動) 

３ 単元について 

(１) 単元観 

 本単元では，自分にあった高さやインターバルのハードルをリズミカルに跳

び越す力，自分に合った課題を持ち課題解決に向けて練習に進んで取り組む力，

そして，友達と関わり合いながら活動する力を育てていく。 

【普遍的視点 共感・思いやり，自他の理解と尊重】 

(２) 指導観 

 めあて 1（パワーアップタイム）ではハードリングのフォームを身に付けた

り，リズムよく走ったりすることを楽しみ，めあて 2（チャレンジタイム）で

はチームを組み，リレー方式でタイムを競う活動を取り入れる。実際にタイム

を計って自分の力を把握したり，達成感を楽しんだりすることができるように

していく。そこでは，児童一人一人が自己の課題を設定し，その課題に合わせ

た練習の場を選んで活動していくことや，チームのタイムを縮めるための工夫

などについて，アドバイスをしたりされたりする「関わり合い」を大切にする

ことで，運動への意欲とみんなで学習していく楽しさを感じることができると

考える。また，子ども達のハードルに対する恐怖心を少しでもなくし，進んで

取り組めるようにしていくために，ウレタンハードルやゴムを利用するなどの

工夫を行っていく。 

４ 単元の目標 

・自分に合ったインターバルのハードルをリズミカルに走り越えていくことが 

できる。 

・互いに協力し，助言し合って楽しく運動する。 

・自分のめあてに合った練習の方法を選んで取り組む。 

 授業展開例（体育） 



 

５ 単元の評価規準 

ア 運動への関心・意欲・

態度 

イ 運動についての思考・判

断 
ウ 運動の技能 

①計時などの役割を分担

し，みんなと協力して活

動しようとする。 

②互いに励まし合ったりア

ドバイスし合ったりして

活動しようとする。 

③ルールを守って，安全に

気をつけて活動しようと

する。 

①自分に合っためあてを持

ち，取り組んでいる。 

②自分のめあてに合った練

習の方法を選んでいる。

①腕の振りや足，ハード

リングなどスピードア

ップできるフォームを

意識してリズムよく走

ることができる。 

 

６ 単元の目標（全５時間） 

 

７ 本時の目標 

自分の課題を持ち，方法を選んで取り組む。 

役割を分担し，互いに励まし合ったりアドバイスし合ったりして運動をする。 

【普遍的視点 共感・思いやり，自他の理解と尊重】 



８ 準備物 

学習カード・掲示用学習シート・ハードル・フラフープ・ストップウォッチ・

太鼓 

９ 学習過程(本時 4/5) 

 

教師の働きかけ 
支援者の働き

かけ  主な学習活動 

T1 T2(A 児支援) B 児支援 

評価 
【評価方法】

導
入 

３
分 

１ 学習課題

を確認し，自

分のめあて

を持つ。 

 

    

展
開
１ 

７
分 

２ 準備運動

をする。 

 

太鼓に合わせ

てランニング

→ストレッチ

１→ゴーゴー

じゃんけん（ス

テップ）→スト

レッチ２ 

 

アップタイ

ム 

○リズムを

意識させ

てアップ

を行う。 

○体のどの

部分を伸

ばしてい

るかを意

識させる。

○アップタ

イムの内

容のうち

でA児がで

きそうな

ことを伝

え一緒に

体を動か

すように

する。 

 

〇やり方がわ

からないと

きは，B児

が理解でき

るように伸

ばす部分を

示しながら

説明したり

一緒にした

りする。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

展
開
２ 

１
０
分 

３ ポイント

を意識して

ハードルド

リルを行う。 

 

【めあて1】 

・リズム走 

・抜き足ドリ 

ル 

・振り上げ足 

ドリル 

 

パワーアッ

プタイム 

○楽しみな

がら自分

のめあて

に向かっ

ていける

よう行う。

○ポイント

を掲示し

たりアド

バイスす

る人の役

割を確認

したりす

る。 

○A児にハー

ドルを準

備するよ

う声をか

ける。 

○準備がで

きたら自

分のコー

スの練習

を始める

よう声を

かける。 

 

 

 

○ペアの友達

に教わりな

がら一緒に

活動できる

ように声を

かける。 

【普遍的視点

共感・思い

やり】 

 

○ポイントを

伝えペアの

友達の様子

をよく見る

よう伝え

る。 

 

・自分の課

題を持

ち，方法

を選んで

取り組

む。（イ

②） 

【行動観

察】 

 

 

 

 

 

 



展
開
３ 

１
５
分 

４ ポイント

を意識して

ハードル走

にチヤレン

ジし，タイム

を計る。（15

分） 

【めあて 2】 

・チームでのタ

イムチヤレ

ンジ（2回） 

チャレンジ

タイム 

○インター

バル別コ

ースを作

り，計測 

者など役

割を決め

てタイム

を楽しみ

ながら計

れるよう

にする。 

○互いにア

ドバイス

し合いな

がらフォ

ームを修

正できる

ようにす

る。 

○友達にタ

イムを計

ってもら

うことを

伝え，ス 

タートす

るように

声をかけ

る。 

○B児が友達

と一緒に声

かけなど自

分の役割が

果たせるよ

う支援す

る。 

【普遍的視点 

役割の自覚

と自己責

任】 

 

・役割を分

担し，互

いに励ま

し合った

りアドバ

イスし合

ったりし

て運動を

してい

る。(ア

①) 

【行動観

察】 

ま
と
め
１ 

５
分 

５ 整理運動

をする。(５

分) 

 

 

 

 

 

ストレッチ 

○ ゆっく

りと息を

吐きなが

ら気持ち

よく筋を

伸ばすよ

うにする。

 

○ 一緒に

ストレッ

チをする。

 

 

 

 

 

○ ポイント

を声かけし

ながら一緒

にストレッ

チをする。 

 

 

 

 

ま
と
め
２ 

５
分 

６ 今日の振

り返り次時

の確認をす

る。（５分） 

今日の学習

を振り返ろ

う 

○ 友達か

らのアド

バイスも

参考にし

て自己評

価するよ

うにする。

○ 座って

友達の話

を聞くよ

うにする。

○ 友達のど

んなところ

がよかった

かを考え発

表するよう

声をかけ

る。 

【普遍的視点

コミュニケ

ーション能

力】 

 

 

 



１０ 場の設定 

 

 


